
『
日
本
語
学
論
集
』
第
一
五
号

二
〇
一
九
年
三
月

複
文
の
テ
ン
ス

井

島

正

博

は
じ
め
に

本
稿
は
、
複
文
の
テ
ン
ス
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
三

原
（
一
九
九
二
・
一
一
）
に
提
示
さ
れ
た
〝
視
点
の
原
理
〟
の
批
判
的

検
討
が
中
心
的
な
話
題
と
な
る
。
〝
視
点
の
原
理
〟
に
関
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
に
多
く
の
先
行
文
献
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
お

よ
そ
追
認
す
る
た
め
で
あ
っ
て
、
そ
も
そ
も
〝
視
点
の
原
理
〟
が
ど
う

し
て
成
立
す
る
の
か
と
い
う
問
題
意
識
は
希
薄
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
こ
こ
で
は
、
〝
視
点
の
原
理
〟
は
、
絶
対
テ
ン
ス
・
相
対
テ
ン

ス
と
い
う
仕
組
み
か
ら
お
よ
そ
必
然
的
に
導
き
出
さ
れ
る
規
則
性
で
あ

っ
て
、
独
自
に
成
り
立
つ
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
た
い
（
い
わ
ば
、

公
理
で
あ
っ
て
定
理
で
は
な
い
）。

こ
こ
で
お
断
り
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
〝
複
文
の
テ
ン
ス
〟
と
銘

打
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
諸
般
の
事
情
か
ら
、
複
文
全
体
で
は
な
く
、

名
詞
節
を
従
属
節
と
し
て
と
る
構
文
の
さ
ら
に
一
部
分
、
と
は
い
っ
て

も
重
要
な
部
分
、
す
な
わ
ち
同
一
名
詞
連
体
（
あ
る
い
は
内
の
連
体
）

に
関
し
て
し
か
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ

れ
で
も
〝
複
文
の
テ
ン
ス
〟
と
い
う
題
名
を
採
っ
た
の
は
、
〝
視
点
の

原
理
〟
は
複
文
全
般
に
適
用
さ
れ
る
も
の
と
し
て
提
起
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
は
そ
れ
な
り
の
有
効
性
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
も
う
一
つ
お
断
り
し
て
お
け
ば
、
用
例
も
で
き
れ
ば
実
例
を
挙
げ

た
か
っ
た
の
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
先
行
研
究
に
挙
げ
ら
れ
た
例
、

も
し
く
は
そ
れ
に
手
を
加
え
た
例
、
お
よ
び
作
例
を
も
と
に
し
て
議
論

し
て
い
る
。
先
行
研
究
の
間
で
も
、
用
例
が
多
く
使
い
回
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
も
あ
り
、
特
に
ど
の
文
献
に
挙
げ
ら
れ
た
用
例
で
あ
る
か
も
い

ち
い
ち
明
示
し
な
い
。

な
お
、
論
述
の
簡
素
化
の
た
め
に
、
ま
ず
形
態
的
に
、
従
属
節
述
語

が
タ
で
結
ば
れ
、
主
節
述
語
が
タ
で
結
ば
れ
る
構
文
を
「
タ
／
タ
」
、

従
属
節
述
語
に
タ
が
用
い
ら
れ
ず
、
主
節
述
語
が
タ
で
結
ば
れ
る
構
文

を
「
φ
／
タ
」
、
従
属
節
事
態
が
タ
で
結
ば
れ
、
主
節
事
態
に
タ
が
用

い
ら
れ
な
い
構
文
を
「
タ
／
φ
」
、
従
属
節
事
態
に
も
タ
が
用
い
ら
れ
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ず
、
主
節
事
態
に
も
タ
が
用
い
ら
れ
な
い
構
文
を
「
φ
／
φ
」
の
よ
う

に
表
現
す
る
。
ま
た
意
味
的
に
、
従
属
節
事
態
が
主
節
事
態
に
先
行
す

る
も
の
を
「
従
属
節
→
主
節
」
、
主
節
事
態
が
従
属
節
事
態
に
先
行
す

る
も
の
を
「
主
節
→
従
属
節
」
、
両
事
態
が
同
時
で
あ
る
も
の
を
「
主

節
＝
従
属
節
」
と
い
う
よ
う
に
示
す
。

１

視
点
の
原
理

〝
視
点
の
原
理
〟
は
、
三
原
（
一
九
九
一
・
三
）
で
提
起
さ
れ
、
三

原
（
一
九
九
二
・
一
一
）
に
体
系
化
さ
れ
た
、
従
属
節
の
テ
ン
ス
全
般

に
適
用
さ
れ
る
法
則
性
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
は
以
下
の
よ
う
な
単
純

な
原
理
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
。

◎
視
点
の
原
理
（tense

perspective

）

ａ

主
節
・
従
属
節
時
制
形
式
が
同
一
時
制
形
式
の
組
み
合
わ
せ
と

な
る
時
、
従
属
節
時
制
形
式
は
発
話
寺
視
点
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ

る
。

ｂ

主
節
・
従
属
節
時
制
形
式
が
異
な
る
時
制
形
式
の
組
み
合
わ
せ

と
な
る
時
、
従
属
節
時
制
形
式
は
主
節
時
視
点
に
よ
っ
て
決
定
さ

れ
る
。

こ
こ
で
、
〝
視
点
〟
と
い
う
術
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
要
す
る

に
発
話
時
、
主
節
時
の
ど
ち
ら
の
時
点
を
基
点
と
し
て
従
属
節
事
態
の

時
点
が
以
前
／
同
時
／
以
後
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
か
、
を
表
わ

す
た
め
の
概
念
で
あ
り
、
文
法
の
研
究
分
野
で
あ
る
視
点
の
領
域
に
属

す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
で
は
そ
の
よ
う
な
意
味
で

は
〝
視
点
〟
と
い
う
術
語
は
用
い
な
い
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
基
点
と

な
る
時
点
の
こ
と
を
〝
基
準
時
〟
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
は

も
っ
と
も
な
議
論
な
の
で
は
あ
る
が
、
筆
者
は
ア
ス
ペ
ク
ト
に
関
し
て

す
で
に
〝
基
準
時
〟
と
い
う
術
語
を
用
い
て
お
り
、
そ
れ
と
テ
ン
ス
の

基
点
と
な
る
時
点
と
は
異
な
る
概
念
で
あ
る
の
で
、
混
同
を
避
け
る
た

め
に
、
言
及
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
〝
基
点
〟
あ
る
い
は
〝
基
点
時

〟
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。

こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
要
す
る
に
以
下
の
よ
う
な
こ
と

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
従
属
節
も
主
節
も
タ
で
結
ば
れ
る
場
合
（
タ
／

タ
お
よ
び
φ
／
φ
）
は
、
従
属
節
は
絶
対
テ
ン
ス
を
表
わ
し
、
従
属
節

と
主
節
と
の
タ
の
有
無
が
異
な
る
場
合
（
φ
／
タ
お
よ
び
タ
／
φ
）
は
、

従
属
節
は
相
対
テ
ン
ス
を
表
わ
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
な
が
ら
、
主
節
の
タ
の
有
無
は
常
に
絶
対
テ
ン

ス
を
表
わ
し
て
い
る
（
タ
の
ア
ス
ペ
ク
ト
そ
の
他
の
用
法
は
こ
こ
で
は

考
え
な
い
）。

従
属
節
タ
／
主
節
タ

従
属
節
は
絶
対
テ
ン
ス

従
属
節
φ
／
主
節
φ

従
属
節
φ
／
主
節
タ

従
属
節
は
相
対
テ
ン
ス

従
属
節
タ
／
主
節
φ

以
下
で
は
具
体
例
を
も
と
に
、
そ
の
確
認
を
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
は
タ
／
タ
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
の
場
合
、

従
属
節
事
態
と
主
節
事
態
と
の
前
後
関
係
は
、
従
属
節
→
主
節
（

ａ
(1)

・
ｂ
）
、
主
節
→
従
属
節
（

ａ
・
ｂ
）
お
よ
び
従
属
節
＝
主
節
（

(2)

(3)

ａ
・
ｂ
）
い
ず
れ
も
可
能
で
あ
る
。

ａ

三
十
数
年
ぶ
り
に
再
会
し
た
二
人
は
路
上
で
奇
妙
な
会
話
を
始

(1)

め
た
。

ｂ

彼
女
は
東
京
大
学
を
卒
業
し
、
商
社
に
入
社
し
た
男
性
と
結
婚

し
た
。

ａ

越
前
海
岸
で
自
殺
し
た
女
性
は
そ
こ
へ
行
く
の
に
タ
ク
シ
ー
を

(2)

使
っ
た
。

ｂ

き
の
う
強
制
捜
査
を
行
っ
た
検
察
官
と
、
容
疑
者
は
お
と
と
い

会
っ
た
。

ａ

隣
に
座
っ
て
い
た
人
に
聞
い
て
み
た
。

(3)
ｂ

転
が
っ
て
い
た
ジ
ュ
ー
ス
の
ビ
ン
を
踏
ん
で
転
ん
だ
。

し
か
る
に
、
従
属
節
と
発
話
時
と
の
関
係
は
い
ず
れ
も
従
属
節
→
発

話
時
と
な
っ
て
い
る
（
主
節
と
発
話
時
の
関
係
は
、
文
末
の
タ
の
有
無

は
絶
対
テ
ン
ス
を
表
わ
す
こ
と
か
ら
、
主
節
→
発
話
時
す
な
わ
ち
過
去

で
あ
る
こ
と
は
自
明
）
。
ち
な
み
に
こ
れ
ら
の
結
果
を
合
わ
せ
る
と
、

ａ
・
ｂ
は
従
属
節
→
主
節
→
発
話
時
、

ａ
・
ｂ
は
主
節
→
従
属
節

(1)

(2)

→
発
話
時
、

ａ
・
ｂ
は
従
属
節
＝
主
節
→
発
話
時
と
な
る
。
以
上
を

(3)

総
合
す
る
と
、
従
属
節
の
タ
は
相
対
テ
ン
ス
で
は
な
く
、
絶
対
テ
ン
ス

（
過
去
）
と
し
て
働
い
て
い
る
と
了
解
で
き
る
。

次
に
φ
／
φ
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
の
場
合
、
従

属
節
事
態
と
主
節
事
態
と
の
前
後
関
係
は
、
従
属
節
→
主
節
（

ａ
・

(4)

ｂ
）
、
主
節
→
従
属
節
（

ａ
・
ｂ
）
お
よ
び
従
属
節
＝
主
節
（

ａ

(5)

(6)

・
ｂ
）
い
ず
れ
も
可
能
で
あ
る
。

ａ

今
度
転
居
す
る
人
は
、
転
居
後
に
住
民
登
録
を
す
る
ら
し
い
。

(4)
ｂ

フ
ラ
ン
ス
政
府
は
、
現
在
ル
ー
ブ
ル
に
あ
る
宝
冠
を
大
英
博
物

館
に
移
す
よ
う
だ
。

ａ

引
っ
越
し
て
く
る
人
が
家
を
見
に
来
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

(5)
ｂ

タ
イ
に
移
住
す
る
友
人
と
の
お
別
れ
の
会
は
今
最
高
潮
に
盛
り

上
が
っ
て
い
る
。。

ａ

将
来
は
、
空
中
に
あ
る
司
令
部
が
指
示
を
与
え
る
よ
う
に
な
る

(6)

だ
ろ
う
。

ｂ

明
日
ボ
ス
ト
ン
に
い
る
友
人
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
は
ず

だ
。

し
か
る
に
、
従
属
節
と
発
話
時
と
の
関
係
は
い
ず
れ
も
発
話
時
→
従

属
節
な
い
し
発
話
時
＝
従
属
節
と
な
っ
て
い
る
（

ｂ
お
よ
び

ｂ
が

(4)

(5)

発
話
時
＝
従
属
節
で
そ
れ
以
外
は
発
話
時
→
従
属
節
。
ま
た
主
節
は
い

ず
れ
も
発
話
時
→
主
節
、
す
な
わ
ち
未
来
）
。
ち
な
み
に
こ
れ
ら
の
結

果
を
合
わ
せ
る
と
、

ａ
・
ｂ
は
発
話
時
→
従
属
節
→
主
節
お
よ
び
発

(4)

話
時
＝
従
属
節
→
主
節
、

ａ
・
ｂ
は
発
話
時
→
主
節
→
従
属
節
お
よ

(5)

び
発
話
時
＝
主
節
→
従
属
節
、

ａ
・
ｂ
は
発
話
時
→
従
属
節
＝
主
節

(6)

と
な
る
。
以
上
を
総
合
す
る
と
、
従
属
節
の
φ
は
相
対
テ
ン
ス
で
は
な
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以
下
で
は
具
体
例
を
も
と
に
、
そ
の
確
認
を
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
は
タ
／
タ
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
の
場
合
、

従
属
節
事
態
と
主
節
事
態
と
の
前
後
関
係
は
、
従
属
節
→
主
節
（

ａ
(1)

・
ｂ
）
、
主
節
→
従
属
節
（

ａ
・
ｂ
）
お
よ
び
従
属
節
＝
主
節
（

(2)

(3)

ａ
・
ｂ
）
い
ず
れ
も
可
能
で
あ
る
。

ａ

三
十
数
年
ぶ
り
に
再
会
し
た
二
人
は
路
上
で
奇
妙
な
会
話
を
始

(1)

め
た
。

ｂ

彼
女
は
東
京
大
学
を
卒
業
し
、
商
社
に
入
社
し
た
男
性
と
結
婚

し
た
。

ａ

越
前
海
岸
で
自
殺
し
た
女
性
は
そ
こ
へ
行
く
の
に
タ
ク
シ
ー
を

(2)

使
っ
た
。

ｂ

き
の
う
強
制
捜
査
を
行
っ
た
検
察
官
と
、
容
疑
者
は
お
と
と
い

会
っ
た
。

ａ

隣
に
座
っ
て
い
た
人
に
聞
い
て
み
た
。

(3)
ｂ

転
が
っ
て
い
た
ジ
ュ
ー
ス
の
ビ
ン
を
踏
ん
で
転
ん
だ
。

し
か
る
に
、
従
属
節
と
発
話
時
と
の
関
係
は
い
ず
れ
も
従
属
節
→
発

話
時
と
な
っ
て
い
る
（
主
節
と
発
話
時
の
関
係
は
、
文
末
の
タ
の
有
無

は
絶
対
テ
ン
ス
を
表
わ
す
こ
と
か
ら
、
主
節
→
発
話
時
す
な
わ
ち
過
去

で
あ
る
こ
と
は
自
明
）
。
ち
な
み
に
こ
れ
ら
の
結
果
を
合
わ
せ
る
と
、

ａ
・
ｂ
は
従
属
節
→
主
節
→
発
話
時
、

ａ
・
ｂ
は
主
節
→
従
属
節

(1)

(2)

→
発
話
時
、

ａ
・
ｂ
は
従
属
節
＝
主
節
→
発
話
時
と
な
る
。
以
上
を

(3)

総
合
す
る
と
、
従
属
節
の
タ
は
相
対
テ
ン
ス
で
は
な
く
、
絶
対
テ
ン
ス

（
過
去
）
と
し
て
働
い
て
い
る
と
了
解
で
き
る
。

次
に
φ
／
φ
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
の
場
合
、
従

属
節
事
態
と
主
節
事
態
と
の
前
後
関
係
は
、
従
属
節
→
主
節
（

ａ
・

(4)

ｂ
）
、
主
節
→
従
属
節
（

ａ
・
ｂ
）
お
よ
び
従
属
節
＝
主
節
（

ａ

(5)

(6)

・
ｂ
）
い
ず
れ
も
可
能
で
あ
る
。

ａ

今
度
転
居
す
る
人
は
、
転
居
後
に
住
民
登
録
を
す
る
ら
し
い
。

(4)
ｂ

フ
ラ
ン
ス
政
府
は
、
現
在
ル
ー
ブ
ル
に
あ
る
宝
冠
を
大
英
博
物

館
に
移
す
よ
う
だ
。

ａ

引
っ
越
し
て
く
る
人
が
家
を
見
に
来
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

(5)
ｂ

タ
イ
に
移
住
す
る
友
人
と
の
お
別
れ
の
会
は
今
最
高
潮
に
盛
り

上
が
っ
て
い
る
。。

ａ

将
来
は
、
空
中
に
あ
る
司
令
部
が
指
示
を
与
え
る
よ
う
に
な
る

(6)

だ
ろ
う
。

ｂ

明
日
ボ
ス
ト
ン
に
い
る
友
人
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
は
ず

だ
。

し
か
る
に
、
従
属
節
と
発
話
時
と
の
関
係
は
い
ず
れ
も
発
話
時
→
従

属
節
な
い
し
発
話
時
＝
従
属
節
と
な
っ
て
い
る
（

ｂ
お
よ
び

ｂ
が

(4)

(5)

発
話
時
＝
従
属
節
で
そ
れ
以
外
は
発
話
時
→
従
属
節
。
ま
た
主
節
は
い

ず
れ
も
発
話
時
→
主
節
、
す
な
わ
ち
未
来
）
。
ち
な
み
に
こ
れ
ら
の
結

果
を
合
わ
せ
る
と
、

ａ
・
ｂ
は
発
話
時
→
従
属
節
→
主
節
お
よ
び
発

(4)

話
時
＝
従
属
節
→
主
節
、

ａ
・
ｂ
は
発
話
時
→
主
節
→
従
属
節
お
よ

(5)

び
発
話
時
＝
主
節
→
従
属
節
、

ａ
・
ｂ
は
発
話
時
→
従
属
節
＝
主
節

(6)

と
な
る
。
以
上
を
総
合
す
る
と
、
従
属
節
の
φ
は
相
対
テ
ン
ス
で
は
な
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く
、
絶
対
テ
ン
ス
（
現
在
・
未
来
す
な
わ
ち
非
過
去
）
と
し
て
働
い
て

い
る
と
了
解
で
き
る
。

そ
の
次
に
タ
／
φ
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
検
討
す
る
。こ
の
場
合
、

主
節
→
従
属
節
と
い
う
前
後
関
係
は
な
く
、
従
属
節
→
主
節
の
み
で
あ

る
。ａ

来
年
度
優
秀
な
修
論
を
提
出
し
た
人
だ
け
、
博
士
課
程
に
進
級

(7)

さ
せ
よ
う
。

今
年
度
優
秀
な
修
論
を
提
出
し
た
人
だ
け
、
博
士
課
程
に
進
級

ａ'
さ
せ
よ
う
。

ｂ

来
週
の
試
験
で
英
語
が
ト
ッ
プ
だ
っ
た
人
を
採
用
し
よ
う
。

先
週
の
試
験
で
英
語
が
ト
ッ
プ
だ
っ
た
人
を
採
用
し
よ
う
。

ｂ'し
か
る
に
、
従
属
節
と
発
話
時
と
の
関
係
は
、
発
話
時
→
従
属
節
す

な
わ
ち
未
来
（

ａ
・
ｂ
）
と
、
従
属
節
→
発
話
時
す
な
わ
ち
過
去
（

(7)

(7)

・

）
と
が
い
ず
れ
も
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
、

ａ'

ｂ'

(7)

ａ
・
ｂ
は
発
話
時
→
従
属
節
→
主
節
と
な
り
、

・

は
従
属
節
→

(7)
ａ'

ｂ'

発
話
時
→
主
節
と
な
る
。
以
上
を
総
合
す
る
と
、
従
属
節
の
タ
は
絶
対

テ
ン
ス
で
は
な
く
、相
対
テ
ン
ス
と
し
て
働
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
φ
／
タ
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
の
場
合
、

従
属
節
→
主
節
と
い
う
前
後
関
係
は
な
く
、
主
節
→
従
属
節
の
み
で
あ

る
。ａ

生
ま
れ
て
く
る
子
供
の
服
を
買
っ
た
ん
で
す
。

(8)
ｂ

大
学
院
を
受
験
す
る
人
は
、
十
二
名
い
た
。

し
か
る
に
、
従
属
節
と
発
話
時
と
の
関
係
は
、

ａ
・
ｂ
は
と
も
に
、

(8)

従
属
節
→
発
話
時
と
も
発
話
時
→
従
属
節
と
も
解
釈
で
き
る
。
こ
れ
ら

を
合
わ
せ
る
と
、
主
節
→
従
属
節
→
発
話
時
、
主
節
→
発
話
時
→
従
属

節
と
な
る
。
以
上
を
総
合
す
る
と
、
従
属
節
の
φ
は
絶
対
テ
ン
ス
で
は

な
く
、
相
対
テ
ン
ス
と
し
て
働
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
概
観
し
て
き
た
の
が
〝
視
点
の
原
理
〟
で
あ
り
、
確
か
に
そ
の

よ
う
な
法
則
性
が
成
り
立
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
以
下
で
は
、
〝

視
点
の
原
理
〟
は
厳
密
に
成
り
立
っ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
で
も
お
よ
そ

成
り
立
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
は
ど
う
し
て
な
の
か
、
に
関
し
て

検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。

２

〝
視
点
の
原
理
〟
の
検
討

最
初
に
考
え
た
い
の
は
、
〝
視
点
の
原
理
〟
は
複
文
の
テ
ン
ス
に
関

す
る
現
象
を
正
し
く
反
映
し
た
定
式
化
な
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
問
題

で
あ
る
。

ま
ず
、
従
属
節
・
主
節
が
同
一
形
式
の
場
合
、
す
な
わ
ち
タ
／
タ
、

φ
／
φ
の
場
合
を
考
え
て
み
た
い
。

ａ
・
ｂ
の
よ
う
な
従
属
節
→
主

(9)

節
を
表
わ
す
タ
／
φ
の
文
の
従
属
節
の
タ
は
相
対
テ
ン
ス
と
考
え
ら
れ

る
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
そ
れ
に
対
応
し
て
主
節
も
タ
に
し
た

・

(9)
ａ'

ｂ'

の
よ
う
な
タ
／
タ
の
文
の
従
属
節
の
タ
も
相
対
テ
ン
ス
と
考
え
て
よ
い

の
で
は
な
い
か
。
実
際
、
従
属
節
の
前
に
絶
対
時
間
句
「
昨
夜
」
「
昨

日
」
な
ど
を
入
れ
た

・

は
、
従
属
節
の
時
間
と
は
解
釈
さ
れ
ず
、

(9)
ａ"

ｂ"

条
件
文
全
体
の
時
間
と
し
か
解
釈
で
き
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ａ

先
に
攻
撃
を
仕
掛
け
て
き
た
相
手
に
は
反
撃
し
て
も
よ
い
。

(9)

先
に
攻
撃
を
仕
掛
け
て
き
た
相
手
に
反
撃
し
た
。

ａ'

昨
夜
［
先
に
攻
撃
を
仕
掛
け
て
き
た
相
手
に
反
撃
し
た
］。

ａ"ｂ

上
等
な
お
茶
っ
葉
を
多
め
に
入
れ
た
お
茶
を
ゆ
っ
く
り
味
わ
い

た
い
。

上
等
な
お
茶
っ
葉
を
多
め
に
入
れ
た
お
茶
を
ゆ
っ
く
り
味
わ
っ

ｂ'
た
。昨

日
［
上
等
な
お
茶
っ
葉
を
多
め
に
入
れ
た
お
茶
を
ゆ
っ
く
り

ｂ"
味
わ
っ
た
］。

そ
れ
と
同
様
に
、

ａ
・
ｂ
の
よ
う
な
主
節
→
従
属
節
を
表
わ
す
φ

(10)

／
タ
の
文
の
従
属
節
の
タ
も
相
対
テ
ン
ス
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
で

あ
れ
ば
そ
れ
に
対
応
し
て
主
節
も
φ
に
し
た

・

の
よ
う
な
φ
／

(10)
ａ'

ｂ'

φ
の
文
の
従
属
節
の
φ
も
相
対
テ
ン
ス
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
実
際
、
従
属
節
の
前
に
絶
対
時
間
句
「
来
年
」
「
来
月
」
な

ど
を
入
れ
た

・

は
、
従
属
節
の
時
間
と
は
解
釈
さ
れ
ず
、
条
件

(10)
ａ"

ｂ"

文
全
体
の
時
間
と
し
か
解
釈
で
き
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ａ

生
ま
れ
て
く
る
赤
ん
坊
に
前
も
っ
て
名
前
を
付
け
た
。

(10)

生
ま
れ
て
く
る
赤
ん
坊
に
前
も
っ
て
名
前
を
付
け
て
お
き
な
さ

ａ'
い
。来

年
［
生
ま
れ
て
く
る
赤
ん
坊
に
前
も
っ
て
名
前
を
付
け
て
お

ａ"
き
な
さ
い
］。

ｂ

ク
ラ
ス
代
表
と
し
て
出
場
す
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
た
め
に
充
分

練
習
し
た
。

ク
ラ
ス
代
表
と
し
て
出
場
す
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
た
め
に
充
分

ｂ'
練
習
し
よ
う
。

来
月
［
ク
ラ
ス
代
表
と
し
て
出
場
す
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
た
め

ｂ"
に
充
分
練
習
し
よ
う
］。

以
上
の
よ
う
に
、
従
属
節
・
主
節
が
同
一
形
式
の
、
タ
／
タ
、
φ
／

φ
の
中
に
は
、
従
属
節
が
相
対
テ
ン
ス
で
あ
る
例
も
混
在
し
て
い
る
と

言
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
タ
／
タ
の
文
の
従
属
節
が
絶

対
テ
ン
ス
を
表
わ
す
場
合
に
は
、
主
節
→
従
属
節
、
従
属
節
→
主
節
の

い
ず
れ
の
文
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
相
対
テ
ン
ス

を
表
わ
す
従
属
節
→
主
節
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
も
排
除
で
き
な

い
。
他
方
で
φ
／
φ
の
文
の
従
属
節
が
絶
対
テ
ン
ス
を
表
わ
す
場
合
に

は
、
主
節
→
従
属
節
、
従
属
節
→
主
節
の
い
ず
れ
の
文
も
含
ま
れ
て
い

る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
相
対
テ
ン
ス
を
表
わ
す
主
節
→
従
属
節
が

含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
。

こ
の
こ
と
は
翻
っ
て
、
従
属
節
・
主
節
が
同
一
形
式
で
な
い
場
合
、

す
な
わ
ち
タ
／
φ
、φ
／
タ
の
場
合
に
も
変
更
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
。

タ
／
φ
の
場
合
は
、先
の

ａ
・
ｂ
に
は
従
属
節
→
発
話
時
の
解
釈
と
、

(9)

発
話
時
→
従
属
節
の
二
つ
の
解
釈
が
可
能
で
あ
っ
た
（

ｂ
に
は
前
者

(9)

の
解
釈
は
苦
し
い
が
）
。
そ
の
う
ち
前
者
の
解
釈
の
場
合
は
従
属
節
の

タ
が
絶
対
テ
ン
ス
を
表
わ
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
さ
ら

に
φ
／
タ
の
場
合
は
、
先
の

ａ
・
ｂ
に
も
従
属
節
→
発
話
時
の
解
釈

(10)

と
、
発
話
時
→
従
属
節
の
二
つ
の
解
釈
が
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち

前
者
の
解
釈
の
場
合
は
従
属
節
の
φ
が
絶
対
テ
ン
ス
を
表
わ
し
て
い
る
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ａ

先
に
攻
撃
を
仕
掛
け
て
き
た
相
手
に
は
反
撃
し
て
も
よ
い
。

(9)

先
に
攻
撃
を
仕
掛
け
て
き
た
相
手
に
反
撃
し
た
。

ａ'

昨
夜
［
先
に
攻
撃
を
仕
掛
け
て
き
た
相
手
に
反
撃
し
た
］。

ａ"ｂ

上
等
な
お
茶
っ
葉
を
多
め
に
入
れ
た
お
茶
を
ゆ
っ
く
り
味
わ
い

た
い
。

上
等
な
お
茶
っ
葉
を
多
め
に
入
れ
た
お
茶
を
ゆ
っ
く
り
味
わ
っ

ｂ'
た
。昨

日
［
上
等
な
お
茶
っ
葉
を
多
め
に
入
れ
た
お
茶
を
ゆ
っ
く
り

ｂ"
味
わ
っ
た
］。

そ
れ
と
同
様
に
、

ａ
・
ｂ
の
よ
う
な
主
節
→
従
属
節
を
表
わ
す
φ

(10)

／
タ
の
文
の
従
属
節
の
タ
も
相
対
テ
ン
ス
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
で

あ
れ
ば
そ
れ
に
対
応
し
て
主
節
も
φ
に
し
た

・

の
よ
う
な
φ
／

(10)
ａ'

ｂ'

φ
の
文
の
従
属
節
の
φ
も
相
対
テ
ン
ス
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
実
際
、
従
属
節
の
前
に
絶
対
時
間
句
「
来
年
」
「
来
月
」
な

ど
を
入
れ
た

・

は
、
従
属
節
の
時
間
と
は
解
釈
さ
れ
ず
、
条
件

(10)
ａ"

ｂ"

文
全
体
の
時
間
と
し
か
解
釈
で
き
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ａ

生
ま
れ
て
く
る
赤
ん
坊
に
前
も
っ
て
名
前
を
付
け
た
。

(10)

生
ま
れ
て
く
る
赤
ん
坊
に
前
も
っ
て
名
前
を
付
け
て
お
き
な
さ

ａ'
い
。来

年
［
生
ま
れ
て
く
る
赤
ん
坊
に
前
も
っ
て
名
前
を
付
け
て
お

ａ"
き
な
さ
い
］。

ｂ

ク
ラ
ス
代
表
と
し
て
出
場
す
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
た
め
に
充
分

練
習
し
た
。

ク
ラ
ス
代
表
と
し
て
出
場
す
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
た
め
に
充
分

ｂ'
練
習
し
よ
う
。

来
月
［
ク
ラ
ス
代
表
と
し
て
出
場
す
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
た
め

ｂ"
に
充
分
練
習
し
よ
う
］。

以
上
の
よ
う
に
、
従
属
節
・
主
節
が
同
一
形
式
の
、
タ
／
タ
、
φ
／

φ
の
中
に
は
、
従
属
節
が
相
対
テ
ン
ス
で
あ
る
例
も
混
在
し
て
い
る
と

言
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
タ
／
タ
の
文
の
従
属
節
が
絶

対
テ
ン
ス
を
表
わ
す
場
合
に
は
、
主
節
→
従
属
節
、
従
属
節
→
主
節
の

い
ず
れ
の
文
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
相
対
テ
ン
ス

を
表
わ
す
従
属
節
→
主
節
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
も
排
除
で
き
な

い
。
他
方
で
φ
／
φ
の
文
の
従
属
節
が
絶
対
テ
ン
ス
を
表
わ
す
場
合
に

は
、
主
節
→
従
属
節
、
従
属
節
→
主
節
の
い
ず
れ
の
文
も
含
ま
れ
て
い

る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
相
対
テ
ン
ス
を
表
わ
す
主
節
→
従
属
節
が

含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
。

こ
の
こ
と
は
翻
っ
て
、
従
属
節
・
主
節
が
同
一
形
式
で
な
い
場
合
、

す
な
わ
ち
タ
／
φ
、φ
／
タ
の
場
合
に
も
変
更
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
。

タ
／
φ
の
場
合
は
、先
の

ａ
・
ｂ
に
は
従
属
節
→
発
話
時
の
解
釈
と
、

(9)

発
話
時
→
従
属
節
の
二
つ
の
解
釈
が
可
能
で
あ
っ
た
（

ｂ
に
は
前
者

(9)

の
解
釈
は
苦
し
い
が
）
。
そ
の
う
ち
前
者
の
解
釈
の
場
合
は
従
属
節
の

タ
が
絶
対
テ
ン
ス
を
表
わ
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
さ
ら

に
φ
／
タ
の
場
合
は
、
先
の

ａ
・
ｂ
に
も
従
属
節
→
発
話
時
の
解
釈

(10)

と
、
発
話
時
→
従
属
節
の
二
つ
の
解
釈
が
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち

前
者
の
解
釈
の
場
合
は
従
属
節
の
φ
が
絶
対
テ
ン
ス
を
表
わ
し
て
い
る
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と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
実
際
、

ａ
・
ｂ
の
従
属
節
の
タ
は
過
去
、

(11)

ａ
・
ｂ
の
φ
は
未
来
と
解
釈
す
る
ほ
う
が
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
思
わ

(12)

れ
る
。

ａ

陽
子
を
生
ん
だ
母
親
は
、
陽
子
を
施
設
に
あ
ず
け
て
、
夫
や
息

(11)

子
た
ち
と
平
和
に
暮
ら
し
て
い
る
。

ｂ

昨
日
上
京
し
た
友
人
を
、
東
京
の
名
所
に
案
内
し
よ
う
。

ａ

来
年
開
催
さ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
応
募
し

(12)

た
。

ｂ

明
日
上
京
す
る
友
人
に
、待
ち
合
わ
せ
場
所
な
ど
を
連
絡
し
た
。

以
上
の
結
果
を
表
に
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
（
図
表
一
）
。
こ

こ
で
比
較
の
意
味
で
〝
視
点
の
原
理
〟
も
併
記
し
て
表
示
す
る
。

た
だ
し
、
こ
こ
に
は
ま
ず
第
一
に
、
従
属
節
＝
主
節
（
同
時
）
の
場

合
は
挙
げ
て
い
な
い
。
絶
対
テ
ン
ス
で
は
、
タ
と
φ
と
は
、
過
去
と
非

過
去
（
現
在
お
よ
び
未
来
）
と
い
う
対
立
で
あ
っ
た
の
と
並
行
し
て
、

相
対
テ
ン
ス
で
も
タ
と
φ
と
は
、
以
前
と
非
以
前
（
同
時
お
よ
び
以
後
）

と
い
う
対
立
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
絶
対
テ
ン
ス
で
は

現
在
と
未
来
と
は
ひ
と
ま
と
め
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
相
対
テ
ン
ス
で

は
同
時
と
以
後
と
を
ひ
と
ま
と
め
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
し
て
そ
の
ほ
う
が
従
属
節
の
テ
ン
ス
の
本
質
を
見
や
す
く
す
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
具
体
的
に
は
、
従
属
節
主
節
同
形
式
の
場
合
、

絶
対
テ
ン
ス
と
し
て
は
、
従
属
節
→
主
節
、
主
節
→
従
属
節
と
も
に
用

い
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
当
然
従
属
節
＝
主
節
も
可
能
な
の
で
は
あ
る

が
、
こ
れ
は
主
節
→
従
属
節
と
同
じ
振
舞
い
を
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
他
方
、
従
属
節
主
節
異
形
式
の
場
合
、
タ
／
φ
に
は
従
属
節
＝
主

節
の
場
合
は
存
在
せ
ず
、
φ
／
タ
は
従
属
節
の
φ
に
は
主
節
→
従
属
節

の
な
か
に
従
属
節
＝
主
節
も
含
ま
れ
て
い
る
と
了
解
さ
れ
た
い
。

第
二
に
、
こ
の
表
に
は
発
話
時
と
の
関
わ
り
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
も
従
属
節
主
節
同
形
式
の
場
合
、
発
話
時
は
、
タ
／
タ
で
は
従
属

節
・
主
節
の
関
係
の
後
（
［
従
属
節
→
主
節
］
→
発
話
時
、［
主
節
→
従

属
節
］
→
発
話
時
）
、
φ
／
φ
で
は
従
属
節
・
主
節
の
関
係
の
前
（
発

話
時
→
［
従
属
節
→
主
節
］、
発
話
時
→
［
主
節
→
従
属
節
］）
と
、
主

節
の
タ
の
有
無
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
お
り
、
従
属
節
の
テ
ン
ス
の
決

定
に
は
関
わ
り
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
従
属
節
主
節
異
形
式

の
場
合
、
タ
／
φ
で
は
従
属
節
→
主
節
と
い
う
順
序
こ
そ
が
重
要
で
、

発
話
時
は
従
属
節
の
前
後
ど
ち
ら
で
も
あ
り
う
る
（
〈
発
話
時
→
〉
従

属
節
→
主
節
、
従
属
節
→
〈
発
話
時
→
〉
主
節
）
の
に
対
し
、
φ
／
タ

で
は
主
節
→
従
属
節
と
い
う
順
序
こ
そ
が
重
要
で
、
発
話
時
は
こ
ち
ら

も
従
属
節
の
前
後
ど
ち
ら
で
も
あ
り
う
る
（
主
節
→
従
属
節
〈
→
発
話

時
〉
、
主
節
〈
→
発
話
時
〉
→
従
属
節
）
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
複
文
の
テ
ン
ス
の
問
題
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
発
話
時

が
ど
こ
に
位
置
す
る
か
は
二
次
的
に
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
捨
象

し
て
も
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

タ
／
タ

従
属
節
→
主
節

○

○

○

×

主
節
→
従
属
節

○

×

○

×

φ
／
φ

従
属
節
→
主
節

○

×

○

×

主
節
→
従
属
節

○

○

○

×

タ
／
φ

従
属
節
→
主
節

○

○

×

○

主
節
→
従
属
節

×
×

×
×

φ
／
タ

従
属
節
→
主
節

×
×

×
×

一

主
節
→
従
属
節

○

○

×

○

表

ス

ス

ス

ス

図

ン

ン

ン

ン

テ

テ

テ

テ

対

対

対

対

絶

相

絶

相

本
稿
の

視
点
の

結
果

原
理

本
稿
の
結
果
と
〝
視
点
の
原
理
〟
と
を
比
べ
て
み
る
と
、
後
者
で
は

絶
対
テ
ン
ス
と
相
対
テ
ン
ス
と
が
と
も
に
可
能
な
場
合
に
、
一
方
だ
け

を
認
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
本
稿
の
結
果
の
ほ
う
が
言
語

事
実
を
正
確
に
捉
え
て
い
る
と
す
る
と
、
〝
視
点
の
原
理
〟
は
現
象
を

単
純
化
し
て
定
式
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
で
従
属
節
が
絶
対
テ
ン
ス
か
相
対
テ
ン
ス
か
と
い
う
問
題
、
す

な
わ
ち
従
属
節
と
主
節
と
の
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
の
有
無
と
い
う
形
態
の
問

題
と
、
従
属
節
が
先
か
主
節
が
先
か
と
い
う
意
味
の
問
題
と
の
関
わ
り

は
お
よ
そ
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
は
次
に
、
ど

う
し
て
こ
の
よ
う
な
結
果
が
生
ず
る
の
か
に
関
し
て
歩
を
進
め
て
い
き

た
い
。

従
来
は
ど
の
よ
う
な
テ
ン
ス
の
用
法
が
可
能
で
あ
る
か
、
と
い
う
問

題
意
識
で
議
論
が
進
め
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
こ
こ

で
は
理
論
的
に
ど
の
よ
う
な
テ
ン
ス
の
用
法
は
不
可
能
で
あ
る
か
、
と

い
う
観
点
に
立
っ
て
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、
絶
対
テ

ン
ス
、
相
対
テ
ン
ス
を
通
し
て
、
本
稿
の
結
果
で
不
可
能
、
す
な
わ
ち

×

が
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
六
箇
所
あ
る
。

そ
の
う
ち
、
ま
ず
相
対
テ
ン
ス
は
、
従
属
節
→
主
節
の
場
合
は
、
従

属
節
が
タ
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
主
節
→
従
属
節
の
場
合
は
、
従
属
節

が
φ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
う
な
っ
て
い
な
い
タ
／
タ
で
主
節

→
従
属
節
、
φ
／
φ
で
従
属
節
→
主
節
、
タ
／
φ
で
主
節
→
従
属
節
、

φ
／
タ
で
従
属
節
→
主
節
は
そ
れ
に
違
反
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
原
理

的
に
成
立
し
な
い
。
次
に
絶
対
テ
ン
ス
は
、
タ
／
φ
で
主
節
→
従
属
節

の
場
合
も
、
主
節
事
態
は
従
属
節
事
態
よ
り
以
前
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
主
節
は
φ
と
な
り
現
在
・
未
来
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
従
属
節

は
タ
と
な
り
過
去
と
な
っ
て
矛
盾
し
て
し
ま
う
、
ま
た
φ
／
タ
で
従
属

節
→
主
節
の
場
合
は
、
従
属
節
事
態
は
主
節
事
態
よ
り
以
前
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
主
節
は
タ
と
な
り
過
去
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
従
属

節
は
φ
と
な
り
現
在･

未
来
と
、
矛
盾
し
て
し
ま
う
（
図
表
二

こ
こ
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タ
／
タ

従
属
節
→
主
節

○

○

○

×

主
節
→
従
属
節

○

×

○

×

φ
／
φ

従
属
節
→
主
節

○

×

○

×
主
節
→
従
属
節

○

○

○

×

タ
／
φ

従
属
節
→
主
節

○

○

×

○

主
節
→
従
属
節

×
×

×
×

φ
／
タ

従
属
節
→
主
節

×
×

×
×

一

主
節
→
従
属
節

○

○

×

○

表

ス

ス

ス

ス

図

ン

ン

ン

ン

テ

テ

テ

テ

対

対

対

対

絶

相

絶

相

本
稿
の

視
点
の

結
果

原
理

本
稿
の
結
果
と
〝
視
点
の
原
理
〟
と
を
比
べ
て
み
る
と
、
後
者
で
は

絶
対
テ
ン
ス
と
相
対
テ
ン
ス
と
が
と
も
に
可
能
な
場
合
に
、
一
方
だ
け

を
認
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
本
稿
の
結
果
の
ほ
う
が
言
語

事
実
を
正
確
に
捉
え
て
い
る
と
す
る
と
、
〝
視
点
の
原
理
〟
は
現
象
を

単
純
化
し
て
定
式
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
で
従
属
節
が
絶
対
テ
ン
ス
か
相
対
テ
ン
ス
か
と
い
う
問
題
、
す

な
わ
ち
従
属
節
と
主
節
と
の
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
の
有
無
と
い
う
形
態
の
問

題
と
、
従
属
節
が
先
か
主
節
が
先
か
と
い
う
意
味
の
問
題
と
の
関
わ
り

は
お
よ
そ
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
は
次
に
、
ど

う
し
て
こ
の
よ
う
な
結
果
が
生
ず
る
の
か
に
関
し
て
歩
を
進
め
て
い
き

た
い
。

従
来
は
ど
の
よ
う
な
テ
ン
ス
の
用
法
が
可
能
で
あ
る
か
、
と
い
う
問

題
意
識
で
議
論
が
進
め
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
こ
こ

で
は
理
論
的
に
ど
の
よ
う
な
テ
ン
ス
の
用
法
は
不
可
能
で
あ
る
か
、
と

い
う
観
点
に
立
っ
て
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、
絶
対
テ

ン
ス
、
相
対
テ
ン
ス
を
通
し
て
、
本
稿
の
結
果
で
不
可
能
、
す
な
わ
ち

×

が
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
六
箇
所
あ
る
。

そ
の
う
ち
、
ま
ず
相
対
テ
ン
ス
は
、
従
属
節
→
主
節
の
場
合
は
、
従

属
節
が
タ
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
主
節
→
従
属
節
の
場
合
は
、
従
属
節

が
φ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
う
な
っ
て
い
な
い
タ
／
タ
で
主
節

→
従
属
節
、
φ
／
φ
で
従
属
節
→
主
節
、
タ
／
φ
で
主
節
→
従
属
節
、

φ
／
タ
で
従
属
節
→
主
節
は
そ
れ
に
違
反
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
原
理

的
に
成
立
し
な
い
。
次
に
絶
対
テ
ン
ス
は
、
タ
／
φ
で
主
節
→
従
属
節

の
場
合
も
、
主
節
事
態
は
従
属
節
事
態
よ
り
以
前
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
主
節
は
φ
と
な
り
現
在
・
未
来
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
従
属
節

は
タ
と
な
り
過
去
と
な
っ
て
矛
盾
し
て
し
ま
う
、
ま
た
φ
／
タ
で
従
属

節
→
主
節
の
場
合
は
、
従
属
節
事
態
は
主
節
事
態
よ
り
以
前
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
主
節
は
タ
と
な
り
過
去
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
従
属

節
は
φ
と
な
り
現
在･
未
来
と
、
矛
盾
し
て
し
ま
う
（
図
表
二

こ
こ
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で
は
、
矛
盾
す
る
部
分
に
網
掛
け
を
し
て
い
る
）。

・
タ
／
タ
で
主
節
→
従
属
節
の
相
対
テ
ン
ス
解
釈

従
属
節:
タ

以
前

主
節:

タ

過
去

・
φ
／
φ
で
従
属
節
→
主
節
の
相
対
テ
ン
ス
解
釈

従
属
節:

φ

同
時
・
以
後

主
節:

φ

現
在
・
未
来

・
タ
／
φ
で
主
節
→
従
属
節
の
絶
対
テ
ン
ス
解
釈

二

従
属
節:

タ

過
去

主
節:
φ

現
在
・
未
来

表図

・
タ
／
φ
で
主
節
→
従
属
節
の
相
対
テ
ン
ス
解
釈

従
属
節:

タ

以
前

主
節:

φ

現
在
・
未
来

・
φ
／
タ
で
従
属
節
→
主
節
の
絶
対
テ
ン
ス
解
釈

従
属
節:

φ

現
在
・
未
来

主
節:

タ

過
去

・
φ
／
タ
で
従
属
節
→
主
節
の
相
対
テ
ン
ス
解
釈

従
属
節:

φ

同
時
・
以
後

主
節:

タ

過
去

以
上
の
よ
う
に
、
理
論
的
に
不
可
能
な
箇
所
の
み
が×

と
な
っ
て
お

り
、
そ
れ
以
外
の
箇
所
は
い
ず
れ
も
用
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
を
示
し
た
も
の
が
〝
本
稿
の
結
果
〟
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
相
対
テ

ン
ス
と
も
絶
対
テ
ン
ス
と
も
解
釈
可
能
な
場
合
に
、
そ
れ
を
ど
ち
ら
か

に
一
本
化
し
て
、
単
純
化
し
た
も
の
が
〝
視
点
の
原
理
〟
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

３

例
外
的
用
法

基
本
的
に
は
以
上
で
示
し
た
枠
組
で
複
文
の
テ
ン
ス
は
説
明
で
き
る

の
で
あ
る
が
、
以
上
の
よ
う
な
定
式
化
に
明
ら
か
に
反
す
る
用
例
が
見

出
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
に
着
目
し
た
の
は
、
岩
崎
（
一
九
九
四

・
一
二
）
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
接
続
助
詞
ノ
デ
・
カ
ラ
を
用
い
た
複

文
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
後
岩
崎
（
一
九
九
八
・

四
）
で
、
若
干
論
じ
方
を
変
え
て
、
名
詞
節
を
用
い
た
複
文
に
つ
い
て

論
じ
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
以
下
の
よ
う
に
、
従
属
節
＝
主
節
の

場
合
（

ａ
・
ｂ
）
や
、
従
属
節
→
主
節
の
場
合
（

ａ
・
ｂ
）
が
見

(13)

(14)

出
さ
れ
る
。

ａ

太
郎
は
前
の
席
に
｛
い
る
／
い
た
｝
女
の
子
に
話
し
か
け
た
。

(13)
ｂ

私
は
隣
に
｛
座
っ
て
い
る
／
座
っ
て
い
た
｝
人
に
道
を
尋
ね
た
。

ａ

先
生
は
、
さ
っ
き
か
ら
｛
さ
わ
い
で
い
る
／
さ
わ
い
で
い
た
｝

(14)

学
生
に
注
意
し
た
。

ｂ

私
は
先
刻
か
ら
｛
始
ま
っ
て
い
る
／
始
ま
っ
て
い
た
｝
ド
ク
タ

ー
・
Ｒ
の
話
に
注
意
を
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節
の
タ
が
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対
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ン
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と
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用
い
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た
用
法
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。問
題
は
、

φ
／
タ
で
あ
る
が
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〝
視
点
の
原
理
〟
で
は
そ
も
そ
も
従
属
節
→
主
節

も
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く
は
従
属
節
＝
主
節
と
い
う
用
法
は
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
し
か
る
に
実
際
に
、
こ
の
よ
う
な
用
例
は
問
題
な
く
容
認
さ
れ

る
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し
タ
／
タ
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節
→
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従
属
節
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の
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に
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の
タ
を
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換
え
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が
で
き
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い
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で
に
見
た

ａ
・
ｂ
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
｛
た
だ
し

ａ
・
ｂ

(1)

(3)

は
許
容
さ
れ
る
）。
こ
れ
は
ど
こ
が
異
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

ａ

三
十
数
年
ぶ
り
に
｛
再
会
し
た
／
＊
再
会
す
る
｝
二
人
は
路
上

(15)

で
奇
妙
な
会
話
を
始
め
た
。(=

ａ)

(1)

ｂ

彼
女
は
東
京
大
学
を
卒
業
し
、
商
社
に
｛
入
社
し
た
／
＊
入
社

す
る
｝
男
性
と
結
婚
し
た
。(=

ｂ)

(1)

ａ

隣
に
｛
座
っ
て
い
た
／
座
っ
て
い
る
｝
人
に
聞
い
て
み
た
。(=

(16)

ａ)

(3)
ｂ

｛
転
が
っ
て
い
た
／
？
転
が
っ
て
い
る
｝
ジ
ュ
ー
ス
の
ビ
ン
を

踏
ん
で
転
ん
だ
。(=

ｂ)

(3)

そ
れ
は
ど
う
や
ら
、
①
主
節
事
態
と
従
属
節
事
態
が
同
時
に
成
立
し

て
お
り
、
②
従
属
節
事
態
は
主
節
主
語
が
そ
の
と
き
認
識
し
た
内
容
に

な
っ
て
（
お
り
、
③
主
節
主
語
と
従
属
節
主
語
が
異
な
っ
て
）
い
る
場

合
に
限
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
①
に
関
し
て
は
、

ａ
・
ｂ
は
従
属
節

(14)

→
主
節
の
場
合
の
例
と
し
て
挙
げ
た
が
、
こ
の
場
合
も
主
節
事
態
が
成

立
し
た
時
点
で
、
従
属
節
事
態
も
持
続
し
て
い
る
。

要
す
る
に
、
こ
の
よ
う
な
〝
視
点
の
原
理
〟
が
成
り
立
た
な
い
例
外

的
な
構
文
は
、
主
文
主
語
の
人
物
の
立
場
に
立
っ
て
、
そ
の
人
物
が
同

時
的
に
成
り
立
っ
て
い
る
事
態
を
従
属
節
と
し
て
い
る
た
め
に
φ
を
と

る
の
だ
、
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
〝
主
語
視
点
〟
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
の
よ

う
な
意
味
で
の
〝
視
点
〟
は
〝
視
点
の
原
理
〟
の
〝
視
点
〟
と
は
異
な

り
、
確
か
に
主
文
主
語
の
立
場
に
立
っ
た
表
現
を
指
し
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
文
法
の
研
究
分
野
と
し
て
の
「
視
点
」
と
は
や
は
り
異
な

る
も
の
で
あ
り
、
筆
者
は
か
つ
て
こ
の
よ
う
な
表
現
を
「
視
点
」
と
区

別
し
て
「
内
観
的
」
表
現
と
呼
ん
だ
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
連
体
節
を
用
い
た
複
文
、
そ
の
中
で
も
同
一
名
詞
連
体

の
場
合
し
か
扱
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
同
一
名
詞
連
体

節
の
従
属
節
の
テ
ン
ス
に
関
し
て
は
、
時
間
副
詞
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う

な
影
響
が
生
ず
る
か
、
同
一
名
詞
連
体
節
が
過
去
の
事
態
を
表
わ
す
場

合
と
未
来
の
事
態
を
表
わ
す
場
合
と
で
は
ど
の
よ
う
に
異
な
る
か
、
制

限
節
と
非
制
限
節
と
で
は
ど
の
よ
う
に
異
な
る
か
、
な
ど
と
い
う
問
題

も
議
論
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
一
名
詞
連
体
節
（
内
の
関
係
）
だ

け
で
は
な
く
て
、
同
格
連
体
節
、
相
対
連
体
節
、
付
加
連
体
節
な
ど
（
外

の
関
係
）
で
は
ま
た
異
な
っ
た
現
わ
れ
方
を
す
る
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
連
体
節
だ
け
で
は
な
く
、
条
件
節
、
引
用
節
、
主
要
部
内
在
型
関
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係
節
な
ど
に
よ
る
複
文
の
テ
ン
ス
も
考
察
し
な
け
れ
ば
、
複
文
全
体
の

テ
ン
ス
を
解
明
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。今
後
も
検
討
を
続
け
た
い
。
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